
新潟市歴史資料だより

　歴史資料の所在調査を実施しています。江戸時代
や明治～昭和期の文書・写真、戦中・戦後の記録な
どがありましたら、ご連絡ください。また、お持ち
の古文書等の保存方法についての心配ごとがありま
したら、歴史文化課までお知らせください。
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　石山村は、明治34（1901）年に石山村・木戸村・
山潟村（鍋潟新田を除く）が合併して成立し、役場
は大字石山に置かれました。当時の世帯数は851戸、
人口は6,274人でした。昭和18（1943）年に新潟市
と合併し、役場は支所になりました。
　旧石山村役場文書は、石山村の公文書を中心とし
て、支所の文書も一部含んでいます。資料点数は
915点です。
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旧 石 山 村 役 場 文 書
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　平成22（2010）年６月25日、大和新潟店が閉店し
ました。大和は、新潟三越（元、小林百貨店）とと
もに、新潟を代表するデパートでした。
　両デパートが開業したのは、昭和12（1937）年９
月です。大和は、地元の商店主たちが東京の百貨店
などの協力を得て開業し、当初の店名は万代百貨店
でした。小林百貨店は地元の小林呉服店が創業しま
した。どちらも開店初日には多くの人が押し寄せ、

『新潟新聞』は「新しもの好きの市民殺到」「どこも
かしこも人波」の見出しでその盛況ぶりを報じまし
た。その後、万代百貨店は、14年に金沢市の丸越百
貨店に経営が移り、店名を丸越新潟支店万代、さら
に16年には大和新潟店と改称しました。
　昭和30（1955）年の新潟大火では両デパートとも
に類焼しました。大和は増改築工事を行い、32年に
はメリーゴーランドや空中電車を備えた「屋上プレ
イランド」を開設しました。小林百貨店は映画館に
力を入れ、同年に洋画封切館の「グランド劇場」を
開設しました。55（1980）年、小林百貨店の経営が
大手の三越に移り、店名は新潟三越になりました。
写真１　昭和30年の大火前の大和新潟店です。バス
やオート三輪が走っている通りが柾谷小路、右下の
通りが古町通です。壁には大安売りの看板や、投票
を呼び掛ける懸垂幕が掛けられています。また、屋
上にはRNK（ラジオ新潟、現BSN新潟放送）の看
板があります。RNKは、27年に設立され、本社ス
タジオは大和の7階に置かれました。
写真２　昭和29年の小林百貨店です。右側の通りが
柾谷小路で、左下には西堀に架かる西堀橋が見えま
す。屋上に大きなナショナルの看板があり、壁には

「セーターショウ」「開店記念大売出し」「御買徳品
山積」などの文字が見えます。
写真３　昭和43年ころの大和の店内の様子です。レ
ジが多くの客でごった返し、店員が支払いの終わっ
た商品を紙袋に詰めています。

　掲載した文書は、明治35年の「石山村会々議録綴」
の冒頭に綴られた文書で、同年１月29日に開催され
た臨時村議会の議事録です。
　誰が議長を務めるのか？村議会議員の年長者か?
村長事務取扱者か？という議論があった後、議員18
名による選挙で村長と助役が決められています。初
代村長には高橋増蔵、助役には青木二平次が選ばれ
ました。
　この年、村議会は通常会と臨時会を合わせて12回
開催され、合併に伴う諸問題が議論されました。
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古町地区の百貨店
写 真 紹 介

写真1　大和新潟店

写真2　小林百貨店

写真3　大和の店内
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平成23年度事業概要
　多くの方々のご協力を得て、資料の公開・保存な
どに関する事業を実施しました。概要を紹介します。

■資料の公開
　歴史資料整備室で古文書等の複製資料や図面・写
真、行政刊行物などを公開しています。旧更正図・
土地台帳は、横越公文書分類センター（江南区役所
横越出張所３階）で公開しています。利用の際には、
事前に歴史資料整備室へご連絡ください。
　今年度の一般利用状況は、以下のとおりです。

■資料の調査・収集
①資料所在調査
　民間に所蔵されている歴史資料の現状確認調査を
行っています。今年度は旧新潟（２か所）・豊栄（２
か所）・新津（１か所）・白根（１か所）・味方（７
か所）・月潟（13か所）・中之口（１か所）の各地区
で調査しました。
②歴史公文書の引き継ぎ
　市役所各課の廃棄公文書の中から歴史的価値のあ
る文書を選別し、歴史公文書として引き継いで保存
しています。今年度は454点（紙文書320点、電子文
書134点）、文書箱にして66箱を引き継ぎました。

■資料の保存
①歴史資料の整理
　歴史資料整備室では、市域の各家や各組織から、
収集したり寄贈されたりした歴史資料等の整理・目
録作成を行っています。今年度の資料整理状況は、
以下のとおりです。

新潟の歴史　こぼれ話（その1）
 歴史資料整備室には、多くの市民の方々から新潟
の歴史に関するお問い合わせをいただきます。この
コーナーでは、その中からいくつかを紹介していき
ます。
Ｑ 明和騒動の主導者涌井藤四郎は竹内式部から教
えを受けるなどの面識があったのですか？
Ａ 明和５（1768）年９月、長岡藩から課された巨額
の御用金の納期延長などを求めて、新潟町の町民は
蜂起し、騒動になりました。涌井藤四郎は町民の代
表として行動し、一時、町民による自治を実現させ
ましたが、騒動の２年後に処刑されました。一方、

歴史文化施設紹介
―北前船の時代館　新潟市文化財旧小澤家住宅―

　昨年７月に開館した「旧小澤家住宅」は中央区上
大川前通12番町にあります。明治時代以降、回船問
屋や港に関わる会社を経営した商家小澤家の住宅兼
店舗で、平成14（2002）年に市に寄贈され、18年に
市の文化財に指定されました。
　上大川前通と思案小路に沿ってＬ字状に建てられ
た主屋と新座敷のほか、離れ座敷、家財蔵などの建
物が渡り廊下でつながっています。主屋の通りに面
した部分には、せがい造り（軒先を深くする造り）
や張り出し二階（道路に庇

ひさし

を出して２階部分を張り
出す造り）といった新潟の町家らしい姿が見られま
す。また、建物の北側には明治40年代に築造された
庭園があります。クロマツやサツキが植えられ、御

み

影
か げ

石、佐渡赤玉石などが配された庭園は、当時の新
聞に「市内屈指のもの」と記されています。
＜案　内＞
•開館時間：午前９時30分～午後５時
•休 館 日：月曜（休日を除く）、休日の翌日
　　　　　　年末年始（12/28～1/3）
•入 館 料： 一般200円（160円）、小中学生100円（80

円）カッコ内は団体20人以上
　　　　　　休日は小中学生無料
•所 在 地：新潟市中央区上大川前通12番町2733
•電　　話：025－222－0300
•交　　通： JR新潟駅（万代口）バスターミナルか

ら入船営業所行きバス乗車。バス停「東
堀通12番町」下車。徒歩３分。または

「上大川前通10番町」下車。徒歩５分。

旧小澤家住宅（右下：上大川前通、左下：思案小路）

旧小澤家住宅

新潟市歴史博物館
　　（みなとぴあ）

→
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庭　園

味方公文書分類センターの視察の様子

②歴史公文書の整理
　平成６年度以降、市役所の各課から引き継いだ歴
史公文書の整理・目録作成を行っています。今年度
は15年分、6,108点の整理を行いました。
③資料のマイクロフィルム撮影及び複製本の作成
　歴史的文書等のマイクロフィルム撮影と焼付けに
よる複製本を作成しています。今年度の撮影フィル
ム本数と複製本冊数は以下のとおりです。

■土地登記申請書（副本）の整理
　横越公文書分類センターでは、資産税課所管の土
地登記申請書（副本）の整理を行いました。今年度
は文書箱66箱分の目録の作成を行いました。
 
■文書館整備検討委員会の開催
　市域の歴史的文書や歴史公文書を調査・収集し、
保存・公開する文書館のあり方について検討する、
文書館整備検討委員会を２回開催しました。会議内
容は次の通りです。また、11月28日に味方・横越公
文書分類センターの視察を行いました。

（平成24年３月31日現在）

文書群名 区分 点数 主な内容

西区黒鳥　鷲尾家文書 寄贈 623 鷲尾政直治水資料

那須塩原市　星野家文書 寄贈 9 旧新潟市街地絵葉書

中央区堀割町　青池氏旧蔵写真 寄贈 67 内野周辺の古写真

東区津島屋　高橋家文書 寄贈 1,385 製材業資料、引札

東区石山　渡辺家文書 寄贈 8 旧石山村更正図

中央区川岸町　㈱新潟放送資料 寄贈 187 昭和初期の新聞

回 日程 主な会議内容

第
３
回

８
／
４

文書館の業務と施設
　1．文書館の業務
　　（1）歴史資料の保存と公開
　　（2）歴史資料の調査・収集・整理
　　（3）歴史情報の提供
　2．文書館の施設規模・設備
　3．その他
　　（1）長期保存文書の評価・選別について
　　（2）文書規程の改正について

視察 11/28 味方・横越公文書分類センターの視察

第
４
回

３
／
26

1．文書館整備基本計画について
2．今後のスケジュール
3．新潟市文書規程の改正について

竹内式部は新潟町出身の尊王思想家で、主に京都で
活動しました。幕府によって度々弾圧され、騒動前
年の明和４年、八丈島へ流される途中に三宅島で亡
くなりました。
　二人の間に面識があったことを示す資料は、現在
のところ見つかっていません。では、なぜ二人の間
に交流があったと言われるのでしょうか。明和騒動
は、明治以降、いくつかの講談や演劇の題材となり
ました。その中で、話を面白くするために様々な話
が創作されました。藤四郎と式部が子どもの頃から
知り合いであったとか、京都で侍に言いがかりを付
けられて困っていた藤四郎を式部が助けたなどと
いった話も、そのようにして作り上げられた話です。

〈
案
内
略
図
〉

区分 図書 更正図 文書 公文書 写真 計

閲覧 38 51 129 13 10 241

複写 70 42 120 15 44 291

掲載 6 0 7 0 21 34

計 114 93 256 28 75 566

文書群名 資料
点数

フィル
ム本数

複製本
冊　数 備考・時代

豊栄市役所（木崎支所）文書 111 20 131 大正～昭和

豊栄市役所（岡方支所）文書 118 32 202 明治～昭和
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平成23年度事業概要
　多くの方々のご協力を得て、資料の公開・保存な
どに関する事業を実施しました。概要を紹介します。

■資料の公開
　歴史資料整備室で古文書等の複製資料や図面・写
真、行政刊行物などを公開しています。旧更正図・
土地台帳は、横越公文書分類センター（江南区役所
横越出張所３階）で公開しています。利用の際には、
事前に歴史資料整備室へご連絡ください。
　今年度の一般利用状況は、以下のとおりです。

■資料の調査・収集
①資料所在調査
　民間に所蔵されている歴史資料の現状確認調査を
行っています。今年度は旧新潟（２か所）・豊栄（２
か所）・新津（１か所）・白根（１か所）・味方（７
か所）・月潟（13か所）・中之口（１か所）の各地区
で調査しました。
②歴史公文書の引き継ぎ
　市役所各課の廃棄公文書の中から歴史的価値のあ
る文書を選別し、歴史公文書として引き継いで保存
しています。今年度は454点（紙文書320点、電子文
書134点）、文書箱にして66箱を引き継ぎました。

■資料の保存
①歴史資料の整理
　歴史資料整備室では、市域の各家や各組織から、
収集したり寄贈されたりした歴史資料等の整理・目
録作成を行っています。今年度の資料整理状況は、
以下のとおりです。

新潟の歴史　こぼれ話（その1）
 歴史資料整備室には、多くの市民の方々から新潟
の歴史に関するお問い合わせをいただきます。この
コーナーでは、その中からいくつかを紹介していき
ます。
Ｑ 明和騒動の主導者涌井藤四郎は竹内式部から教
えを受けるなどの面識があったのですか？
Ａ 明和５（1768）年９月、長岡藩から課された巨額
の御用金の納期延長などを求めて、新潟町の町民は
蜂起し、騒動になりました。涌井藤四郎は町民の代
表として行動し、一時、町民による自治を実現させ
ましたが、騒動の２年後に処刑されました。一方、

歴史文化施設紹介
―北前船の時代館　新潟市文化財旧小澤家住宅―

　昨年７月に開館した「旧小澤家住宅」は中央区上
大川前通12番町にあります。明治時代以降、回船問
屋や港に関わる会社を経営した商家小澤家の住宅兼
店舗で、平成14（2002）年に市に寄贈され、18年に
市の文化財に指定されました。
　上大川前通と思案小路に沿ってＬ字状に建てられ
た主屋と新座敷のほか、離れ座敷、家財蔵などの建
物が渡り廊下でつながっています。主屋の通りに面
した部分には、せがい造り（軒先を深くする造り）
や張り出し二階（道路に庇

ひさし

を出して２階部分を張り
出す造り）といった新潟の町家らしい姿が見られま
す。また、建物の北側には明治40年代に築造された
庭園があります。クロマツやサツキが植えられ、御

み

影
か げ

石、佐渡赤玉石などが配された庭園は、当時の新
聞に「市内屈指のもの」と記されています。
＜案　内＞
•開館時間：午前９時30分～午後５時
•休 館 日：月曜（休日を除く）、休日の翌日
　　　　　　年末年始（12/28～1/3）
•入 館 料： 一般200円（160円）、小中学生100円（80

円）カッコ内は団体20人以上
　　　　　　休日は小中学生無料
•所 在 地：新潟市中央区上大川前通12番町2733
•電　　話：025－222－0300
•交　　通： JR新潟駅（万代口）バスターミナルか

ら入船営業所行きバス乗車。バス停「東
堀通12番町」下車。徒歩３分。または

「上大川前通10番町」下車。徒歩５分。

旧小澤家住宅（右下：上大川前通、左下：思案小路）

旧小澤家住宅

新潟市歴史博物館
　　（みなとぴあ）

→
新潟みなと
　トンネル

湊町通2

豊照小学校

東堀通13

曙公園

第四銀行
　本町北支店

第四銀行
　住吉町支店
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東堀通12

東堀通12

上大川前通10
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上大川前通10

広　
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↓ 萬代橋
新潟駅
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庭　園

味方公文書分類センターの視察の様子

②歴史公文書の整理
　平成６年度以降、市役所の各課から引き継いだ歴
史公文書の整理・目録作成を行っています。今年度
は15年分、6,108点の整理を行いました。
③資料のマイクロフィルム撮影及び複製本の作成
　歴史的文書等のマイクロフィルム撮影と焼付けに
よる複製本を作成しています。今年度の撮影フィル
ム本数と複製本冊数は以下のとおりです。

■土地登記申請書（副本）の整理
　横越公文書分類センターでは、資産税課所管の土
地登記申請書（副本）の整理を行いました。今年度
は文書箱66箱分の目録の作成を行いました。
 
■文書館整備検討委員会の開催
　市域の歴史的文書や歴史公文書を調査・収集し、
保存・公開する文書館のあり方について検討する、
文書館整備検討委員会を２回開催しました。会議内
容は次の通りです。また、11月28日に味方・横越公
文書分類センターの視察を行いました。

（平成24年３月31日現在）

文書群名 区分 点数 主な内容

西区黒鳥　鷲尾家文書 寄贈 623 鷲尾政直治水資料

那須塩原市　星野家文書 寄贈 9 旧新潟市街地絵葉書

中央区堀割町　青池氏旧蔵写真 寄贈 67 内野周辺の古写真

東区津島屋　高橋家文書 寄贈 1,385 製材業資料、引札

東区石山　渡辺家文書 寄贈 8 旧石山村更正図

中央区川岸町　㈱新潟放送資料 寄贈 187 昭和初期の新聞

回 日程 主な会議内容

第
３
回

８
／
４

文書館の業務と施設
　1．文書館の業務
　　（1）歴史資料の保存と公開
　　（2）歴史資料の調査・収集・整理
　　（3）歴史情報の提供
　2．文書館の施設規模・設備
　3．その他
　　（1）長期保存文書の評価・選別について
　　（2）文書規程の改正について

視察 11/28 味方・横越公文書分類センターの視察

第
４
回

３
／
26

1．文書館整備基本計画について
2．今後のスケジュール
3．新潟市文書規程の改正について

竹内式部は新潟町出身の尊王思想家で、主に京都で
活動しました。幕府によって度々弾圧され、騒動前
年の明和４年、八丈島へ流される途中に三宅島で亡
くなりました。
　二人の間に面識があったことを示す資料は、現在
のところ見つかっていません。では、なぜ二人の間
に交流があったと言われるのでしょうか。明和騒動
は、明治以降、いくつかの講談や演劇の題材となり
ました。その中で、話を面白くするために様々な話
が創作されました。藤四郎と式部が子どもの頃から
知り合いであったとか、京都で侍に言いがかりを付
けられて困っていた藤四郎を式部が助けたなどと
いった話も、そのようにして作り上げられた話です。

〈
案
内
略
図
〉

区分 図書 更正図 文書 公文書 写真 計

閲覧 38 51 129 13 10 241

複写 70 42 120 15 44 291

掲載 6 0 7 0 21 34

計 114 93 256 28 75 566

文書群名 資料
点数

フィル
ム本数

複製本
冊　数 備考・時代

豊栄市役所（木崎支所）文書 111 20 131 大正～昭和

豊栄市役所（岡方支所）文書 118 32 202 明治～昭和
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新潟市歴史資料だより

　歴史資料の所在調査を実施しています。江戸時代
や明治～昭和期の文書・写真、戦中・戦後の記録な
どがありましたら、ご連絡ください。また、お持ち
の古文書等の保存方法についての心配ごとがありま
したら、歴史文化課までお知らせください。

お 願 い

平成24年３月31日
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 TEL 025-226-2584
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 Eメール  rekishi@city.niigata.lg.jp

　石山村は、明治34（1901）年に石山村・木戸村・
山潟村（鍋潟新田を除く）が合併して成立し、役場
は大字石山に置かれました。当時の世帯数は851戸、
人口は6,274人でした。昭和18（1943）年に新潟市
と合併し、役場は支所になりました。
　旧石山村役場文書は、石山村の公文書を中心とし
て、支所の文書も一部含んでいます。資料点数は
915点です。

（4）　平成24年３月31日

旧 石 山 村 役 場 文 書
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　平成22（2010）年６月25日、大和新潟店が閉店し
ました。大和は、新潟三越（元、小林百貨店）とと
もに、新潟を代表するデパートでした。
　両デパートが開業したのは、昭和12（1937）年９
月です。大和は、地元の商店主たちが東京の百貨店
などの協力を得て開業し、当初の店名は万代百貨店
でした。小林百貨店は地元の小林呉服店が創業しま
した。どちらも開店初日には多くの人が押し寄せ、

『新潟新聞』は「新しもの好きの市民殺到」「どこも
かしこも人波」の見出しでその盛況ぶりを報じまし
た。その後、万代百貨店は、14年に金沢市の丸越百
貨店に経営が移り、店名を丸越新潟支店万代、さら
に16年には大和新潟店と改称しました。
　昭和30（1955）年の新潟大火では両デパートとも
に類焼しました。大和は増改築工事を行い、32年に
はメリーゴーランドや空中電車を備えた「屋上プレ
イランド」を開設しました。小林百貨店は映画館に
力を入れ、同年に洋画封切館の「グランド劇場」を
開設しました。55（1980）年、小林百貨店の経営が
大手の三越に移り、店名は新潟三越になりました。
写真１　昭和30年の大火前の大和新潟店です。バス
やオート三輪が走っている通りが柾谷小路、右下の
通りが古町通です。壁には大安売りの看板や、投票
を呼び掛ける懸垂幕が掛けられています。また、屋
上にはRNK（ラジオ新潟、現BSN新潟放送）の看
板があります。RNKは、27年に設立され、本社ス
タジオは大和の7階に置かれました。
写真２　昭和29年の小林百貨店です。右側の通りが
柾谷小路で、左下には西堀に架かる西堀橋が見えま
す。屋上に大きなナショナルの看板があり、壁には

「セーターショウ」「開店記念大売出し」「御買徳品
山積」などの文字が見えます。
写真３　昭和43年ころの大和の店内の様子です。レ
ジが多くの客でごった返し、店員が支払いの終わっ
た商品を紙袋に詰めています。

　掲載した文書は、明治35年の「石山村会々議録綴」
の冒頭に綴られた文書で、同年１月29日に開催され
た臨時村議会の議事録です。
　誰が議長を務めるのか？村議会議員の年長者か?
村長事務取扱者か？という議論があった後、議員18
名による選挙で村長と助役が決められています。初
代村長には高橋増蔵、助役には青木二平次が選ばれ
ました。
　この年、村議会は通常会と臨時会を合わせて12回
開催され、合併に伴う諸問題が議論されました。
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古町地区の百貨店
写 真 紹 介

写真1　大和新潟店

写真2　小林百貨店

写真3　大和の店内
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